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旭ヶ丘小学校 いじめ防止基本方針 

いじめ対応マニュアル 
 

はじめに 

本校は，旭ヶ丘団地に隣接し，伝統とすばらしい地域環境に囲まれ，恵まれた教育環

境にあります。近年，日本において，いじめが大きな社会問題として取り上げられ，い

じめが原因ではないかと考えられる自殺者が後を絶たない状況にあるのが現状です。

この現状を受け，文部科学省においては，いじめ対策を総合的に推進し，児童生徒等の

権利利益の擁護並びにその健全な心身の成長及び人格の形成に資することを目的とし

て，いじめ防止対策推進法が制定されました。その基本理念は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを受けて，本校では，「いじめ」をどのように捉え，どのようにして未然に防い

でいくのか，また，いじめが起きた場合にどのように対処していく必要があるのかを，

校長を中心として全教職員で共通認識をもち，取り組んでいきます。 

そのために，「いじめは，どの学校でも，どの学級でも起こりうる」という基本認識

に立ち，本校の児童が楽しく豊かな学校生活を送ることができる，いじめのない学校を

築いていくために「旭ヶ丘小学校いじめ防止基本方針」を策定しました。 

 

 

 

（１）いじめがいずれの学校のいずれの児童生徒等にも起こり得るものであることを踏まえて，

いじめの未然防止を図ることを旨とするとともに，いじめ又はその兆候を早期に発見し迅速

かつ適切に対処することができるようにすべきこと。 

 

（２）いじめは，児童生徒等の尊厳を害するとともに犯罪その他重大な人権侵害となり得る行為

を含むものであり，決してしてはならぬものであることについて，児童生徒等が認識できる

よう，その情操道徳心を培い，規範意識を養い，及び自尊心を育むべきこと。 

 

（３）いじめに関する事案への対処においては，当該いじめを受けた児童生徒等の生命を保護す

ること，及びいじめによりその心身に受けた影響からの回復を図ることが特に重要であるこ

とを認識すべきこと。 

 

（４）いじめを受けた経験を有する者の意見が反映されるようにするとともに，いじめを受けて

いる者の立場に立ち，かつ，その置かれている状況に応じ，最大限に必要な配慮をすべきこ

と。 
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【本校におけるいじめ防止に向けての基本的な姿勢】 

 

１ 「いじめ」とは 

「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該

児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となっ

た児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。（いじめ防止対策推進法第２条） 

学校では，「いじめ」を訴えてきた児童の立場に立ち，この「いじめ」の定義に関わ

らず，その訴えを真摯に受け止め，児童を守るという立場に立って事実関係を確かめ，

対応に当たります。 

 

２ いじめ防止に対する基本方針 

 

◆早期発見 

 

（１）早期発見のための手立て 

いじめを早期発見するためには，アンケートや教育相談の実施など早期発見のため

の機会を設けることのほか，家庭地域との連携が大切である。 

加えて，児童生徒が気軽に相談できる環境をつくることが重要であることから，日頃

から児童生徒をよく観察するとともに，積極的に関わりをもつことで信頼関係を構築

することを心がける。 

（２）アンケート及び教育相談の実施 

・５～6月，９～１０月，2月に実施する。 

・記述があった場合は，３ページのフロー図に従って組織的に対応する。 

（３）アンケート調査の保存期間 

いじめ調査により把握した情報の記録は，設置者の文書管理規則等に基づき，適切に

保存する。 

以下を参考に設定する。 

■定期的ないじめのアンケート等の管理 

① 定期的ないじめのアンケート等については，いじめがないという回答であって 

も適切に保存する必要があること。 

② 児童生徒や保護者から，相当長期間が経過した後，いじめの重大事態の申立て 

がなされることもあり得ることを踏まえ，最低でも回答した児童生徒が卒業す

るまで保存することが望ましいこと。       
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いじめ対応の基本的な流れ（フロー図） 

 

 

 

 

 

                        ※ハートフルリーダー（いじめ防止推進教師） 

                          をどこに入れるか？ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の観察・アンケート・教育相談・周囲からの情報 

会議の招集・指揮 

情報を得た教職員 

学年主任 

生徒指導担当 
教 頭 校 長 

対応班による 

解消に向けた指導・支援 

継続指導・経過観察 
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Ⅰ
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教職員 

職員会議 

いじめ対応の組織 

①キャッチした情報の報告・共通理解 

②調査方針・役割分担の決定 

・ 調査・聞き取り班の編成 

③調査・聞き取りの実施 

④情報集約・事実関係の把握 

（いじめの認知） 

⑥指導方針の決定・指導体制の決定 

・ 対応班の編成 

・ 被害児童生徒等の安心の確保 

【重大事態とした場合】 

被害児童生徒保護者の意向確認 

教育委員会への報告（調査主体の決定） 

 

 

可 

能 

な 

限 

り 

即 

日 

対 

応 

（ Ⅰ
 

か 

ら Ⅲ
 

） 

⑤調査資料の整備・保護者等への連絡 関係機関等 

ＳＣ・ＳＳＷ 

警察 

児童相談所 

教育委員会 

保護者 

報告・共通理解 

協力依頼 

報告・支援 

【重大事態対応】 

調査主体の指示 

相談・協力依頼 

適宜連絡 

見守りの協力 
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＜＜いじめ対応の基本的な流れ＞＞ 

 

 

 

 

Ⅰ いじめ情報のキャッチ 

（１）いじめに関する本人からの訴え及び周囲からの通報，教職員の目撃等で，いじめ情

報をキャッチした場合は，いじめの内容について，聞き取り等を行い，情報を記録す

る。 

  確認する内容 

  □ いじめの内容（いつ，どこで，だれが，だれに，何を，どのように） 

  □ 本人の場合は，心身の状況等確認（ケガやあざ，現在の気持ち） 

    ・苦痛に感じていることは何か。 

    ・具体的にどんな行為をやめてほしいのか。 

    ・今後いじめる児童生徒とどのような関係でいたいのか。 

    ・学校生活の中で配慮してほしいことは何か。等 

  □ この情報を知っている人（観衆・傍観者，保護者等） 

  

◆留意事項 

  ① 周囲に気づかれず，落ち着いて話ができるように場所や時間について配慮する。 

    廊下や教室等，周囲の者に見られる可能性のある場所は避ける。 

  ② 訴え又は通報してくれた思いや勇気について，しっかりと受け止めて対応する。 

   「よく教えてくれたね。先生はうれしいよ。」 

  ③ 通報者を全力で守ることを伝え，安全を確保する。 

  ④ 聞き取り記録を残す。（聞き取り日時，聞き取りした者，通報者等，聞き取り内

容） 

  ⑤ 本人である場合は，その日のうちに保護者連絡を原則とする。 

 

（２）確認した内容を次の人へ確実に連絡する。 

   学年主任，生徒指導主事（主任），ハートフルリーダー（いじめ防止推進教師）， 

教頭 

 

（３）校長の意を受け，ハートフルリーダーは，早急に「いじめ対応の組織」を開催し，

いじめの調査，認知及びその後の事案対処について話し合いをもつ。 

 

◆留意事項 

  ① 被害児童生徒及び通報者を守る観点から，緊急いじめアンケートを実施して，情

報収集する方法も考えられる。この場合も，被害児童生徒及び通報者への説明を十

分に行い，理解を得た上で実施する。 

 

  

Ⅰいじめ情報の
キャッチ

Ⅱ組織的な
実態把握

Ⅲ指導方針・
体制の決定

Ⅳ組織的な
指導・支援
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＜＜いじめ対応の基本的な流れ＞＞ 

 

 

 

 

Ⅱ 組織的な実態把握 

「（調査のための）いじめ対応の組織」の開催【フロー図の①～⑤】 

（１）キャッチした情報を組織の中で共有し，共通理解を図る。 

（２）関係者の絞り込みや聞き取りのポイント等を確認する。また，聞き取り班の編成や

保護者連絡等，役割分担を決める。 

（３）聞き取りのための体制を確認し，聞き取りを実施する。 

  【聞き取り一斉の原則】 

  聞き取りは，児童生徒一人一人を個別に行うことを原則し，できるだけ一斉に行う。 

  聞き取りの順番は，被害児童生徒後に加害児童生徒を行う。 

  特に，加害児童生徒が複数いる場合に十分な計画のもとに聞き取りを行う。 

 

  【確認する内容】 

   □ 聞き取りする内容を確認（いつ，どこで，だれが，だれに，何を，どのように） 

   □ 場所（周囲の者に気づかれずに聞き取りできる場所を確保する。） 

     ※不測の事態を考慮し，２階以下の場所を使用する。 

□ 時間（緊急時以外は，放課後の時間を利用する。） 

□ 担当者（機械的に担当者を決めるのではなく，児童生徒との関係性を考慮して

決める。全職員体制で担当者を決める。） 

 

◆ 留意事項 

 ① 関係する児童生徒の帰宅が遅くなる可能性がある場合は，事前に家庭連絡をす

る。その場合も，帰宅時間の見通しを伝え，その時間前に聞き取りを終える。 

 ② 聞き取りの前に，用便，水分補給等について確認する。 

 ③ 指導と聞き取りは切り分けて行う。事実確認を終える前の指導的な発言は，決め

つけにつながり，信頼を損なう。 

 ④ 加害児童生徒が複数いる場合は，相互の聞き取りについて突き合わせを行い，食

い違う点や不明な点を確認する。確認を終えるまでは合流させない。 

  

（４）聞き取り内容から事実確認を行い，いじめとして認知するかどうかを組織として

決定する。 

（５）関係者の保護者に対して，聞き取りにより確認できた事実経緯を家庭訪問又は電

話等で説明する。（※家庭訪問は複数で対応する） 

（６）議事録を残す。（開催日時，出席者，案件，決定事項等） 

（７）教育委員会へいじめ事案発生（場合によっては「いじめの認知」）の一報を入れ

る。 
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＜＜いじめ対応の基本的な流れ＞＞ 

 

 

 

 

Ⅲ 指導方針・体制の決定 

「（指導・支援のための）いじめ対応の組織」の開催【フロー図の⑥】 

（１）いじめの解消に向けた指導・支援のための計画について協議する。 

 次のことについて，指導・支援の内容と担当者を決めていく。 

  □ 重大事態にあたる事案であるかの検討 

  □ 被害児童生徒及び保護者への対応（支援内容，担当者） 

  □ 加害児童生徒及び保護者への対応（指導・支援内容，担当者） 

  □ 周囲の児童生徒への対応（指導内容，担当者） 

  □ 関係機関等への支援要請の検討（要請の内容，担当者） 

  □ 報告書の作成・提出（担当者） 

 

◆留意事項 

 ① 被害児童生徒が安心して学べるよう，必要に応じて，加害児童生徒の別室指導等

も検討する。 

 ② 学校として謝罪の場を安易に設定しない。被害児童生徒，加害児童生徒及び保護

者の状況を把握し，十分協議の上で行う。ただし，加害児童生徒の保護者の意思で

謝罪を行う場合は，学校として妨げるものではない。 

 

（２）「臨時職員会議の開催」（全職員体制で早急に対応する必要がある場合） 

  次の内容について伝達・確認する。 

  □ 全教職員への周知と情報共有 

  □ 今後の対応策と役割分担 

（３）議事録を残す。（開催日時，出席者，案件，決定事項等） 
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いじめの事案対処は，最優先の業務です！ 

 いじめ情報のキャッチから指導体制や指導方針を決定するまでは，即日

に対応することを原則とする。 
 

 

 

  

 特に，被害児童生徒及び保護者は，不安な気持ちであることから，今後どのように

対応していくかについて，その日のうちに電話または家庭訪問で伝えるなど，不安軽

減に努める。 
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方針の決定
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＜＜いじめ対応の基本的な流れ＞＞ 

 

 

 

 

 

Ⅳ 組織的な指導・支援 

  被害児童生徒及び加害児童生徒の指導・支援については，対応班を組織し，相互の担

当者で連携して対応していく。また，対応班は必要に応じていじめ対応の組織の開催を

要望し，情報共有を行うとともに，指導方針等について指示を受ける。 

（１）被害児童生徒への支援 

  □ 今後の対応について，本人の要望を十分考慮して支援していく。 

    ※謝罪受け入れの意思，加害児童生徒との付き合い方，教室環境への配慮等 

  □ 本人の不安（疎外感，孤立感等）の払拭に努め，教職員等が支えることを約束す

る。 

  □ 定期的な面談の実施を確認 

    ※週１回程度から始め，状況に応じて間隔を空けていく。 

  □ 教育相談担当やスクールカウンセラー等による心のケア 

 

◆ 留意事項 

①状況に応じて，被害児童生徒，通報者を徹底して守るため，登下校，休み時間、 

清掃時間，放課後等においても教職員の目の届く体制を整備する。 

  

（２）被害児童生徒の保護者への対応 

  □ 経緯の説明（事実のみを正確に伝える） 

    ※家庭訪問等，対面で伝えた方がよい場合は，電話で了解を得る。 

    ※被害児童生徒が複数の場合は，学校で説明することを検討する。 

  □ 今後の対応について，要望を聞き取る。 

    ※謝罪の場の設定，定期的な電話連絡等 

 

◆ 留意事項 

  ① 不安や心配を抱かせたことに対し，学校として謝罪をする。 

   「心配をお掛けし，申し訳ありませんでした。」 

  ② 学校の対応方針をしっかり伝え，理解を得た上で，協力を依頼する。 

  ③ 家庭訪問は複数の職員で対応する。また，電話や家庭訪問した際の記録を残す。 

   （記録：時間，対応した相手，主な内容等） 
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＜＜いじめ対応の基本的な流れ＞＞ 

 

 

 

 

（３）加害児童生徒への指導・支援 

  再発防止に向けた指導・支援を心がける。 

□ 自己の問題点に気づかせる指導を心がける。 

  毅然とした指導とともに，できるだけ本人に発言させ，対話的に指導する。 

□ 本人なりの解決策を考えさせ，解決に向けた支援をしていく姿勢を伝える。 

□ 今後の生活に向けた目標・決意を持たせる。 

□ 定期的な面談の実施を確認する。 

    ※週１回程度から始め，状況に応じて間隔を空けていく。 

 

◆ 留意事項 

  ① 叱責や説諭にとどまらず，振り返りの時間を計画的に積み重ね，真に反省に至る

よう粘り強く指導する。 

  ② 加害児童生徒の置かれた環境や人間関係等，背景の理解に努め，加害児童生徒の

心情も理解した上で指導する。 

  ③ 加害児童生徒の言動をしっかりと見極め，形式的な謝罪にならないよう粘り強

く説諭する。 

 

（４）加害児童生徒の保護者への対応 

  □ 経緯の説明（事実のみを正確に伝える） 

    ※家庭訪問等，対面で伝えた方がよい場合は，電話で了解を得る。 

    ※加害児童生徒が複数の場合は，学校で説明することも検討する。 

  □ 今後の対応について，要望を聞き取る。 

    ※謝罪の場の設定，定期的な電話連絡等 

 

◆ 留意事項 

  ① 軽微ないじめほど，保護者の納得を得られない場合がある。説明する際に「法に

照らし，いじめであるかどうか」という議論に陥らないよう配慮する。あくまで

も，その行為が「他者を傷つけている」という点に焦点を当て説明する。 

   ※こうした状況を避けるためには，年度始めに「学校のいじめ防止対策」について

丁寧に説明しておくことが重要である。 

② 保護者としての怒り，失望，自責の念が生じることを理解する。保護者の気持ち

が追い詰められると，防衛的あるいは攻撃的な態度となることがある。子どものよ

さや今後の変容への期待を伝えたり，保護者の苦労や努力を認めたりしつつ対応

していく。 

特に，加害児童生徒がいじめの事実を認めていない場合には，主観的な推測を挟

まず，相互の事実認識を正確に伝える。 
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＜＜いじめ対応の基本的な流れ＞＞ 

 

 

 

 

（５）周囲の児童生徒への対応 

  □ 被害児童生徒や保護者の意向を確認して対応する。 

  □ 観衆や傍観した児童生徒に対して，問題の関係者として事実を受け止めさせる。 

  □ 再発防止に向け，今後の対応を教師と児童生徒で共有する。 

 

● 好ましくない対応 

中には心を痛めながらも傍観者の立場にいた者もある。なぜ先生は気づかないのか

と感じていた者もいるかもしれない。そのような中で，教師の指導が正義をふりかざ

すような表面的な説諭や感情的な主張に終始すれば，禁止的な指導としか映らず，結

果的に子どもの心に届かなかったり，子ども自身の主体的な問題解決能力につながら

なかったりする。 

 

● 学級（ホームルーム）全体の問題とすることが不適当な場合 

・本人の秘密にしたい事象が明かされ，孤立が深まるおそれがある場合 

・学級（ホームルーム）内の信頼関係，学級（ホームルーム）の自浄能力が不十分で，

問題の解決にとって効果がないと考えられる場合 

・本人や保護者が学校や担任に不信感を抱いている場合 
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いじめの解消について 
 いじめは，単に謝罪をもって安易に解消とすることはできません。いじめが「解消

している」状態とは，少なくとも次の２つの要件が満たされている必要があります。 

 

①  被害児童生徒に対する心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット

を通じて行われるものを含む。）が止んでいる状態が相当の期間継続しているこ

と。 

この相当の期間とは，少なくとも３か月を目安とします。ただし，いじめの被

害の重大性からさらに長期の期間が必要であると判断される場合は，この目安に

かかわらず，学校の設置者又は学校の判断により，より長期の期間を設定しま

す。 

 

②  いじめが解消しているかどうかを判断する時点において，被害児童生徒がいじ

めの行為により心身の苦痛を感じていないと認められること。 

被害児童生徒本人及びその保護者に対して，心身の苦痛を感じていないかどう

かを面談等により確認する必要があります。 

 

学校は，いじめが解消に至っていない段階では，被害児童生徒を徹底的に守り通

し，その安全・安心を確保しなければなりません。 

※「解消」を急ぐことなく，組織的に十分な見守り等の支援を続けることが大切で

す。 

例えば，同じ集団の中でいじめが潜在化し，ターゲットが変わりながら継続するこ

とも考えられます。 
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いじめ防止プログラム 

 活 動 内 容 評価・備考 

４月 ・基本方針の確認と共通理解 

・個人調査票や元担任等から、過去のいじめを確認する。 

・学級開き（担任から、いじめ防止に関する講話をする。） 

・朝、先生のいない教室での過ごし方について留意し、学年で連携し

て、子どもを見守る。 

・中休み、昼休みの校庭や体育館の見守り体勢の確認をする。 

・参観日→生徒指導主任からいじめ防止基本方針について説明する。 

     各学年主任から、いじめ防止について呼びかける。 

・部活動の中でのいじめ発生に配慮して、見守り体勢を確認する。 

・下校指導や通学路点検等において、いじめにつながる行為について、

確認し共通指導を行う。 

 

５月 ・いじめに関する研修会と、配慮を要する児童の情報交換を行う。 

・児童会総会 キャッチフレーズづくり 学級活動（いじめのないクラス） 

・なかよし班について、準備する。（児童会担当） 

・クラブ開始 

・ＱＵ実施 

・ＪＳ研修会 生徒指導主任どうしの情報交換 

 

６月 ・手作り弁当（友人関係の把握） ・なかよしタイム  

７・８月 ・夏休み前の指導（生徒指導主任） 

・生活委員会（リトルＪＵＭＰ）の発表 

・夏休みの教育相談（保護者対象・ＱＵ結果も伝える） 

 

９月 ・修学旅行前のアンケートと教育相談の実施 

・宿泊学習前のアンケートと教育相談の実施。 

・職員会議後の情報交換会 

 

１０月 ・いじめアンケート、教育相談の実施 

・職員会議後の情報交換会 

 

１１月 ・なかよしタイム 

・情報交換会 

 

１２・１

月 

・冬休み前、生徒指導主任から、いじめ防止の講話をする。 

・生活委員会（リトルＪＵＭＰ）から、いじめ防止を呼びかける。 

 

２月 ・いじめアンケート、教育相談の実施 

・職員会議後の情報交換会 

 

３月 ・今年度のいじめ事案の集計や傾向を確認し、次年度の共通理解を行

う。 
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